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総代説明会開催！
平成３０年度 くにびき地区本部

くにびき地区本部総代説明会を６月１６日、営農
総合センターで開催しました。くにびき地区
本部としての平成２９年度の事業報告・決算実
績のほか、平成３０年度の基本方針（案）、事業
計画（案）などの内容について報告します。

当
日
は
総
代
1
4
0
名
の
う
ち
、
1
1
2
名
が

出
席
。

冒
頭
で
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱

和
の
後
、
山
根
盛
治
副
組
合
長
が
「
農
薬
の
誤
使

用
が
あ
っ
た
件
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
再
発
防
止
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
農
業
振
興
支

援
事
業
を
核
と
し
、
園
芸
重
点
推
進
5
品
目
の
産

地
化
支
援
、
担
い
手
の
規
模
拡
大
へ
の
支
援
な
ど

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

米
の
買
取
制
度
や
販
売
対
策
の
改
善
・
強
化
、
生

産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
も
統
合
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め

の
改
革
を
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
栗
原
令
本
部
長
が
「
平
成
29
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
全
体
の
事
業
利
益
、
当
期
剰
余
金

と
も
に
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
、
農
協
改
革
や
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

へ
の
対
応
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
総
合

事
業
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
、
向
上
さ
せ
、
地
域
の
農
業
に
貢
献
す
る
た

め
、
皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
己
改

革
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
日
頃
の
感
謝
と

と
も
に
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

座
長
に
は
伊
原
幸
俊
総
代
長
（
第
7
選
挙
区
・

宍
道
玉
湯
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
選
出
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
全

体
と
く
に
び
き
地
区
本
部
の
平
成
29
年
度
の
事
業

報
告
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
各
地
区
の
総
代
か
ら
意
見
、
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。（
別
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
う
し
た
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
く
に
び
き

地
区
本
部
が
組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
満
足

さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
役
職
員
一
同
協
力
し
て
事

業
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山根副組合長

栗原本部長

伊原座長

総代説明会の様子

組合員数（平成30年3月31日現在）� （単位：人、団体、戸）

正組合員 准組合員 合　計 戸　　数
個　人 法人・団体 合　計 個　人 法人・団体 合　計 正組合員 准組合員 合　計
１０,２３１ ２7 １０,２58 ２９,０77 １３０ ２９,２０7 ３９,4６5 7,7２4 ２１,4２7 ２９,１5１

役職員の状況（平成30年3月31日現在）� （単位：人）

役　　員 合　計 職　　員 合　計常勤理事 非常勤理事 総合職 専門職 一般職 福祉職 （うち営農指導員）
３ 4 7 ２３９ ２8 ３4 ３３ １９ ３３4

平成29年度事業実績（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）� （単位：千円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
事業総利益 3,969,654 事業利益 317,197
信用事業総利益 1,475,712 事業外収益 220,725
共済事業総利益 1,262,610 事業外費用 51,620
購買事業総利益 468,831 経常利益 486,303
販売事業総利益 142,920 特別利益 1,483
保管事業総利益 12,409 特別損失 29,661
加工事業総利益 16,522 税引前当期利益 458,125
利用事業総利益 117,077 法人税・住民税等 71,371
葬祭事業総利益 257,745 当期剰余金 386,754
宅地等供給事業総利益 14,157
その他事業総利益 208,720
指導事業収支差額 ▲�7,055
事業管理費 3,652,456 　※本店配賦を含む。

くにびき地区本部の概況
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沖縄で「つや姫」販売促進（４月１日～２日）

くにびきサンサン市場駅前店リニューアルオープン（７月８日）サンサン女子大野菜栽培講座（９月１６日 San・san館）

平成29年度

平成29年4月1日
 ～平成３０年３月３1日

事業報告

営農指導・販売

主な農産物販売高
米 877百万円
野　菜 1,112百万円
果　樹 91百万円
畜産物 287百万円

●�JAしまね農業振興支援事業により、23
の担い手経営体に対し支援しました。
米選別機1.9mmふるい目への更新を進
め、146台を導入を支援。〔合計で助成額
26,680千円（事業費91,510千円）〕また、
雪害支援復興対策としてパイプハウス23
棟の再整備に1,958千円を支援しました。
●�「経営安定対策」の円滑な事業実施に
向け、申請手続きの支援等に積極的に
取り組みました。◇米の直接支払交付
金交付件数1,418件◇水田活用の直接支
払交付金交付件数698件◇畑作物の直
接支払交付金交付件数44件。
●�「良質米生産に向けた品種転換」に向
けて、｢コシヒカリ｣ から ｢きぬむす
め｣「つや姫｣ への品種誘導を実施す
るものの、作付割合は ｢ハナエチゼン
｣ 6%、｢コシヒカリ｣ 57%、｢きぬむ
すめ｣ 25%、「つや姫」9%とコシヒカ
リの作付割合が高い結果となりまし
た。また、担い手を中心に「つや姫」
の生産拡大に取り組み、作付面積は
161ha(前年度138ha)となりました。
●�農業経営支援として、農業所得収支
データ391件、農業簿記データ還元15
件のデータ提供を実施しました。
●�新規産直会員育成を目的とした「さん
ちょく営農塾」を開講し、14名が受講。
また、くにびきサンサン市場駅前店の
リニューアルオープン、㈱みしまや上

の木店にインショップを新設。産直販
売高708,296千円（前年比106.3％）

●�水稲―高温の影響によって、「ハナエ
チゼン」「コシヒカリ」は未熟粒により
等級が低下。「きぬむすめ」は、刈り
遅れがあり品質に影響。また、「つや
姫」は、「コシヒカリ」に比べ1等米比
率が高くなりました。（ア）米集荷は、
出荷申出数量114,257袋に対し、105,911
袋（92.6％）の集荷実績。（イ）買取米
をより精度の高い買取価格とするため、
集荷時と12月末の2回に分けて価格設
定を実施。前年より1袋（30㎏）当たり
600円～300円高い価格になりました。
●�野菜―「くにびきキャベツ」の栽培技
術等を習得できる講座を開講し、2名が
新たな担い手となりました。また、「玉
ねぎ」を重要推進品目と位置づけ、省
力栽培（大型トンネル被覆）を推奨。
作付拡大に取り組みました（生産者18
名・栽培面積2ha�）。産直販売は、大
雪による野菜の品不足、価格高騰及び
Aコープやくも店と㈱みしまや上の木
店のインショップ化により、出荷量が
増加。販売高は前年を上回りました。
●�西条柿―品質、玉太りも良好で前年を
大きく上回る出荷量。｢こづち｣ は、
県外市場を中心に49.2t(前年比115.4%)
出荷。干し柿用枝付西条柿は、広島市
場を中心に10.3t(前年比105.1%)出荷。
｢ 干し柿｣ は岡山市場、「あんぽ柿｣
は広島市場中心に出荷。
●�椎茸―生産数量・品質とも前年を下回
りました。
●�牡丹―（ア）鉢花：出荷量は5,760鉢
（前年比88.1%）と前年を下回る実績。
（イ）鉢・苗直接輸出先の台湾南投縣
の販売業者生産拠点では、出荷に併せ
管理指導を実施。
●�そば―台風被害が発生し、刈取り時期
も悪天候でしたが、収量は52t（前年
比133.3％）。

保　　管
●�米集荷・検査買入数量―下佐陀倉庫
1,553t、ライスターミナル「米蔵」
1,300t。

加　　工
●�雲州人参―生産者の廃作により減少し
出荷量は175kg（前年比97.2％）、取扱
高は4,622千円。
●�茶―一番茶、秋番茶が減少し総計で
28.3t（前年比94.0％）、取扱高は12,470
千円。

利　　用
●��育苗―水稲苗は飼料用米苗を含め、
103,084箱（前年比95.4％）。野菜・葉
たばこ苗では14,763トレー。
●��米穀乾燥調整施設―カントリーエレ
ベーター「稲蔵」1,437t、鹿島ライス
センター235t、南ライスセンター393t
の処理実績となりました。
●��無人ヘリ防除―水稲で359.9ha（前年
比98.8％）の散布を実施。

購　　買
●�生産資材低減対策の一環として平成30
年産水稲資材予約価格について、肥
料・農薬を統一品目として、安価な価
格設定をし、統合メリット創出に取り
組みました。また、集落営農組織・認
定農業者等の担い手を対象に、提案型
訪問活動を実施し、大型規格や低コス
ト農薬などニーズに即した資材提供に
努めました。
●�農業機械―農家訪問活動（1担当200
戸）の強化を図り、サービスの向上と
担当者のレベルアップに努めました。

地産地消で食卓に
安心をお届けします！
産直会員数　1,256人

産直販売高　7億8百万円

●�畜産―（ア）子牛価格は高値で推移、
出荷頭数165頭（前年比103.1%）と
増加。販売高120,315千円（前年比
94.7%）。（イ）生乳販売：乳量791tで
95,514千円（前年比90.4%）（ウ）鶏卵
販売高37,772千円（前年比105.2%）。
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葬　　祭
葬儀施行件数655件（内会館利用は459
件）。また、葬祭会員専用定期積金「あ
おぞら」の普及運動を展開し3,187人の
会員数となりました。

共　　済
長期共済金の主な支払状況
内　　容 金　額 件　数
死亡共済金 621,57万円 175件
入通院共済金 394,40万円 3,063件
火災・自然災害
共済金 272,28万円 690件

傷害共済は742件で53,91万円の支払いが
ありました。

●�「3Q訪問活動あんしんチェック」を実
施し、正･准組合員加入世帯の62.4%
にあたる13,681世帯のフォロー訪問活
動を行いました。
●�長期共済期末保有高は6,000億6千万円
(前年比97.8%)。
●�自動車共済の新規獲得および保障内
容充実に向け、スマイルサポーター
(共済窓口担当職員)・ライフアドバ
イザー(LA：共済渉外担当職員)・損
害調査スタッフの連携強化による取
り組みを実施。クルマスター占有率
は25.1%、契約件数は139件増加し、
21,525件（前年比100.6%）（自動車件
数は、普及実績件数）。
●�13年ぶりの仕組み改訂となった「建物
更生共済むてきプラス」の積極的なお
知らせ活動を中心として、より魅力あ
るJA共済の普及に取り組み、長期共
済推進総合実績ポイント10,189,164P
を達成し、普及拡大に努めました。
●�交通安全反射たすき・カーブミラー贈
呈、交通安全教室の開催、JAカップ
学童野球協賛など地域貢献活動を行い
ました。

経営・管理
●�JAしまね第1次中期経営計画（平成
28～30年度）実践2年目にあたり、
「食と農を基軸として地域に根ざし
た協同組合」の確立に向け、地区本
部における重点実施事項についての
進捗管理に努めました。
●�「JAしまね総合ポイントカード（お
さいふカード）」は、97.8%の加入率
でした。
●�「組合員加入促進運動」を展開し、
資格変更を含め正組合員273名、准
組合員654名が加入しました。
●�コンプライアンス・プログラムに基
づく行動計画を策定し、コンプライ
アンス遵守・不祥事未然防止の強化
に取り組みました。

組織・広報・くらしの活動
●�農政会議―関係団体と連携した行政
との懇談会を開催し、農業施策等の
要望、意見交換を実施しました。
●�青年連盟―母衣小との食農教育・農
業体験や「ふれあい親子いもほり大
会」の開催、松江市農林水産祭やま
つえ食まつりへ参加し、農業理解促
進に取り組みました。
●�女性部―教育文化センターSan・
san館を活用して「食」と「農」を
テーマとした活動を進めました。ま
た、広報誌での「松江に伝わるふる
さと料理」の紹介や「サンサン料理
教室」へレシピを提案しました。さ
らに、山陰中央新報社文化センター
特別講座で講師を務め、地元農産物
利用促進に取り組みました。
●� ｢女性大学（サンサン女子大）」―
文化・教養等幅広い講座を実施し、
第5期生42名が受講しました。また、
卒業生会は合計56名となり、相互交
流とJA理解を進めました。
●�広報―組合員広報誌 ｢JAしまねびよ
り｣ やホームページ等により広報活
動を展開しました。

●�教育文化活動―協同組合の理解促
進を深めるため、「家の光三誌(家の
光・ちゃぐりん・地上)」「日本農業
新聞」などの普及拡大の実施。また、
「支店だより」を全支店が発行し、身
近な情報発信に取り組みました。
●�くらしの活動―『家の光』の記事を
活用した「手芸教室」を隔月で開
催。また、キッズサッカー大会、家
庭婦人バレーボール大会を主催しス
ポーツ活動支援を行いました。パー
トナーセンター(結婚相談所)による
婚活支援を行い、2組が成婚しました。
●�地域貢献・地域活性化に取り組むグ
ループ・団体等の多様な取り組みを
表彰・普及支援しました。

信　　用
●�個人貯金獲得に向け、「JAしまね定期積
金スプリングキャンペーン」など各種
キャンペーンを精力的に実施しました。
●�貯金残高1,329億61百万円(計画対比
97.9%)。平均残高1,425億47百万円
●�農業資金はTACとの情報連携強化を
図りました。新規貸出実績191,910千
円。
●�個人貸出金は、「魅力ある金利」を提
案可能とした、～子育て応援宣言～を
昨年に引き続き実施しました。JAし
まね統一の休日ローン相談会を実施
（年4回）しました。
●�貸出金残高は502億83百万円(計画対比
99.7%)。平均残高489億91百万円
●�年金新規指定口座の獲得に取り組み、
他行の受給者へ向けた年金指定替え訪
問を実施し年金受給者数が14,447名と
なりました。
●�「年金ふれあい感謝デー」に、お茶の
提供等を行い、2,882名に来店の皆勤
賞を授与しました。

資産管理
資産相談センターにおいて相続を中心
とした相談業務に取り組み113件の相談
に対応しました。

生　　活
� （単位：千円）

区分 H29実績 備　　考

自動車 270,538 車両販売242,235千円、整備部品28,248千円他

LPガス 291,894
供給271,371千円
ガス器具11,018千円
充填料3,643千円他

生活資材 95,065
シロアリ工事49,751千円、
テレフォンショップ31,037千円、
ムスイ他14,277千円

住宅ローン子育て応援イベント
（１１月１１日 San・san館）

第５回だんだん健康ウォーク大会
（１１月３日）

第１５回くにびきふるさとふれあいカップ
キッズサッカー大会（１１月１１日～１２日 総合運動公園）

福　　祉
●�福祉―ヘルパーステーション事務所
を12月にサン・エールたまゆ内に移
転。また、｢JAしまね�ひまわりの会｣
が行う地域の助け合い活動に対し支
援しました。
●�健康管理活動◆特定健診・腹部超音
波検査・大腸がん検診・胸部CT検
診・乳がん検診を実施しました。ま
た、農業法人会会員を中心に、人間
ドック車を利用した検診に取り組み
ました。

◆�「JA健康寿命100歳プロジェクト」の
一環として行われた「第6回あなたに
届けるJA健康寿命100歳弁当コンテス
ト」に出品。「第5回JAしまねくにびき
だんだん健康ウォーク大会」を開催し
94名の参加。◆「地域ケア連携フォー
ラム」等への参画を通じて地域セーフ
ティネットの構築を図りました。
福祉サービス利用実績／年間

事業所（事業名） 延利用者数
介護相談センター
（居宅介護支援） 1,187人

ヘルパーステーション
（訪問介護） 7,587人

ひまわりの家（小規模型通所介護） 1,625人
サン・エールたまゆ
（通所介護） 9,075人

サン・エールたまゆ
（短期入所生活介護） 6,708人

※「ひまわりの家」は平成30年2月末で廃止
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基本方針 平成３０年度

平成３０年4月1日
 ～平成３1年３月３1日

事業計画平成30年度は、「第1次中期経営計画」と「農業戦略実践3ヵ年営農計画」の最終
年度として、また自己改革においても成果が問われる年として目標に向かって役
職員が一体となり、各事業部門の方針・重点事項を実践します。また、その進捗
状況を総括するなかで、将来にわたって組合員・事業利用者・地域住民に安心・
信頼され、かつ安定的な経営を継続するために、向こう3年間（平成31年度から
平成33年度）の指針となる「第2次中期経営計画」を策定し、「自己改革」をすす
めながら、「新基軸」を旨とした総合力の発揮に取り組みます。

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を目指し、JAしまね「農業戦略実
践3ヵ年営農計画」に基づき、くにびき地区本部の重点振興施策の実践します。

「持続可能な農業の実現」
●�「農業戦略実践3ヵ年営農計画」の最終年度となる節目の年であり、くにびき地区本部の重点振興施策の実践に取
り組みます。
●�「営農経済事業改革マスタープラン」の事業別対策を実践し、営農経済事業部門収支の改善を図ります。

「豊かでくらしやすい地域社会の実現」
●�ＪＡくらしの活動の展開と地域社会づくりへ貢献する中で、地域実態・ニーズをふまえ、安心して暮らせる生活
インフラの機能発揮とともに、組合員や地域住民が参画するくらしの活動を展開します。

●�豊かな自然・文化・歴史ある資源を活かし、魅力ある地域社会を維持・形成・創生していくために、「食と農を基軸
として地域に根ざした協同組合」として地域のコミュニティへの参画や行政等と連携し、地域づくりに貢献します。

「協同組合としての役割発揮」
●�次世代とともに、「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」として存立するＪＡを目指し、「アクティブ・
メンバーシップ（組合員が協同組合の理念を理解し、積極的に事業利用や協同活動に参加し、「わがＪＡ意識」を
高めること）の確立と組織基盤強化」を図るため、多様化した組合員ニーズを把握し、組合員の事業利用の拡大
とともに、地域農業とＪＡの理解を深める活動を展開します。

主な重点実施事項

３つの基本方針を柱に
人と自然が共生する、光り輝く未来を創造しよう！
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（
宍
道
玉
湯
）
永
江
り
え
総
代

⑴�

島
根
県
西
部
地
震
で
大
田
市
の
実

家
が
罹
災
し
た
が
、
建
物
更
生

共
済
の
加
入
保
障
の
半
額
の
加
入

割
合
に
応
じ
た
共
済
金
の
支
払
い

だ
っ
た
。
地
震
の
共
済
金
が
、
満

額
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
を
知
ら
な

い
人
も
多
い
と
思
う
の
で
、
改
め

て
内
容
説
明
を
行
い
、
保
障
の
見

直
し
の
話
し
を
さ
れ
た
ほ
う
が
良

い
と
感
じ
た
。

⑵�

ラ
ピ
タ
と
石
見
銀
山
地
区
本
部
の

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
お
さ

い
ふ
カ
ー
ド
用
の
来
店
ポ
イ
ン
ト

付
与
端
末
の
「
ラ
ッ
ピ
ー
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
く
に
び
き
は
導

入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

（
松
江
東
）
青
山
嘉
夫
総
代

⑴�

国
の
農
協
改
革
に
つ
い
て
厳
し
い

環
境
と
な
る
な
か
で
農
家
も
し
っ

か
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自

覚
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

島
根
県
産
の
農
産
物
、
く
に
び
き

地
区
本
部
の
重
点
品
目
な
ど
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
農
産
物
が
県
内
外

に
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
に
感
じ
る
。
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か

地
区
本
部

⑴�

地
震
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
一
般
の

損
害
保
険
会
社
と
同
様
に
Ｊ
Ａ
共
済

で
も
保
障
額
の
半
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
満
額
加
入
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
加
入
割
合
に
応
じ
た
支

払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
障
は
半

額
で
あ
っ
て
も
建
物
の
価
値
に
対
し

て
満
額
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
4
月
よ
り
建
物
更

正
共
済
の
仕
組
改
訂
が
あ
り
、「
火
災

等
」
や
「
地
震
を
除
く
自
然
災
害
等
」

に
つ
い
て
、
加
入
割
合
に
関
わ
ら
ず

加
入
金
額
を
限
度
に
支
払
う
「
実
損

て
ん
補
特
約
」
と
い
う
内
容
が
新
た

本
店

⑴�

島
根
県
農
産
物
の
、
県
外
へ
の
宣
伝

が
足
り
な
い
の
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
販
売
戦
略
室
」
を
設
け
、
い
か
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
農
産
物
を
作
っ

て
い
く
か
、
そ
し
て
ど
う
い
う
売
り

先
を
見
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
立
案
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
県
内

の
販
売
に
つ
い
て
は
全
農
と
Ｊ
Ａ
ア

グ
リ
島
根
の
力
を
借
り
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
区
本
部

⑴�

く
に
び
き
独
自
の
伝
統
的
な
野
菜
、

新
規
の
品
目
に
つ
い
て
は
、
農
産
物

直
売
所
や
松
江
市
内
に
あ
る
ス
ー

に
で
き
ま
し
た
。
引
続
き
、
担
当
者

に
保
障
の
見
直
し
を
含
め
説
明
を
徹

底
さ
せ
ま
す
。

⑵�

現
在
設
置
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。「
ラ
ッ
ピ
ー
」
端
末
機

は
、
設
置
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
年
度
計
画
に
盛
り
込
ま
な
け

れ
ば
、
即
時
導
入
と
い
う
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
く
に
び
き
地
区

本
部
で
は
、
お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
の
還

元
に
つ
い
て
失
効
ポ
イ
ン
ト
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ポ

イ
ン
ト
残
高
を
改
め
て
確
認
し
て
い

た
だ
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
換
え
ら
れ
ず
失
効
し
た
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
仕
方
を
含

め
て
、
丁
寧
な
対
応
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
意
見
を

参
考
に
、
還
元
す
る
モ
ノ
、
場
所
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

貴
重
な
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

伺
い
た
い
。�

�

ま
た
、
こ
れ
は
要
望
で
す
が
、
国

の
農
協
改
革
で
、
Ｊ
Ａ
組
織
を
何

と
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
惑

が
あ
る
中
で
、
島
根
県
に
お
い
て

Ｊ
Ａ
は
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
水
道
や
電
気
と
同
じ
よ
う
な

存
在
。
Ｊ
Ａ
が
な
く
な
れ
ば
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
状
況
が
多
数
あ

る
。
国
に
対
し
て
も
っ
と
働
き
か

け
、
適
正
な
改
革
と
な
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

⑵�

毎
年
、
総
代
会
が
松
江
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
開
催
場
所
に

つ
い
て
他
の
地
区
本
部
か
ら
、
異

議
・
意
見
が
な
い
か
伺
い
た
い
。

総代説明会

Q＆A
地区本部総代説明会で出された意見、要望をピッ
クアップして紹介します。
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⃝
�

野
津
　
治
美
（
川
　
津
）

⃝�

古
藤
　
政
宣
（
川
　
津
）

⃝�

木
村
　
一
正
（
古
　
江
）

⃝�

藤
原
　
幸
雄
（
古
　
江
）

⃝�

小
村
　
伸
吾
（
古
　
江
）

⃝�

木
村
　
　
滋
（
古
　
江
）

⃝�

若
林
　
大
徳
（
津
　
田
）

⃝�

古
瀬
　
義
弘
（
鹿
　
島
）

⃝�

角
田
　
篤
義
（
島
　
根
）

⃝�

朝
倉
　
　
博
（
島
　
根
）

⃝�

安
部
　
敏
樹
（
八
　
束
）

⃝�

竹
谷
　
潤
一
（
八
　
束
）

⃝�

永
島
　
　
昭
（
東
出
雲
）

⃝�

田
部
　
好
弘
（
東
出
雲
）

⃝�

福
間
　
忠
士
（
八
　
雲
）

⃝�

前
田
　
秀
子
（
八
　
雲
）

⃝�

小
松
原
節
子
（
八
　
雲
）

⃝�

岩
田
　
　
功
（
玉
　
湯
）

⃝�

高
木
　
利
章
（
玉
　
湯
）

⃝�

高
木
　
隆
夫
（
宍
　
道
）

⃝�

堅
野
　
國
満
（
宍
　
道
）

⃝�

犬
山
　
信
雄
（
宍
　
道
）　

（
松
江
南
）
角 

可
津
夫
総
代

松
江
市
の
事
業
で
農
地
再
生
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
再
生
費
用

の
負
担
の
問
題
が
あ
る
。
冊
子
に
、

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
事

業
を
活
用
し
た
、
耕
作
放
棄
地
等
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
で
、
松
江

市
内
の
耕
作
放
棄
地
解
消
面
積
が
30

ア
ー
ル
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
農

地
再
生
の
費
用
を
投
資
す
る
よ
う
な

助
成
事
業
が
あ
れ
ば
、
是
非
活
用
し

た
い
。

併
せ
て
子
会
社
と
は
具
体
的
に
ど

こ
な
の
か
？

地
区
本
部

信
用
事
業
、
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
既

定
の
事
実
で
あ
り
、
諸
情
勢
を
鑑
み
、
や

む
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

願
い
ま
す
。
今
後
、
可
能
な
限
り
マ
イ
ナ

ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
ま

た
、
購
買
事
業
、
販
売
事
業
に
つ
い
て

も
、
前
年
対
比
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
圧
縮
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
退
職
給
付
や
職
員
の

異
動
な
ど
様
々
な
要
素
で
変
動
し
て
お

地
区
本
部

総
代
会
説
明
資
料
の
、
松
江
地
域
農
業

再
生
協
議
会
で
の
取
り
組
み
は
、
平
成
29

年
度
に
松
江
市
と
実
態
調
査
を
行
い
、
荒

廃
度
合
い
が
軽
度
で
、
再
生
可
能
な
農
地

を
耕
作
し
、
農
業
生
産
に
結
び
つ
い
た
実

績
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地

を
再
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
可
能

面
積
が
増
え
、
拡
大
、
販
売
額
の
増
大
に

繋
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。
公
共
の
助
成

事
業
で
導
入
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
取

り
入
れ
な
が
ら
再
生
を
目
指
し
て
い
き
ま

パ
ー
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
も
売
れ
て

い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
宣
伝
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
余
裕
が
あ
れ

ば
島
根
県
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
ま
す
。
海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、

牡
丹
は
台
湾
や
ロ
シ
ア
な
ど
多
方
面

に
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
、
西
条
柿
の
あ
ん
ぽ
柿
な
ど
も

一
緒
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
そ
の
他
の
品
目
に
つ
い
て
も

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
販
売
す
る
計

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

本
店

⑵�

2
年
前
の
総
代
会
で
も
東
部
、
中
部
、

西
部
と
各
所
で
開
催
さ
れ
な
い
の
か

と
い
う
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
果
的
に
総
代
1
0
0
0
名
を

収
容
で
き
る
会
場
が
限
ら
れ
て
お
り

（
松
江
南
）
浅
野
真
治
総
代

く
に
び
き
地
区
本
部
事
業
計
画
の

平
成
30
年
度
収
支
計
画
の
大
半
の
事

業
が
、
前
年
対
比
で
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
増
え
て
い
る
の
は
、

人
件
費
と
業
務
費
。
特
に
注
力
す
べ

き
購
買
事
業
、
販
売
事
業
な
ど
も
マ

イ
ナ
ス
。
事
情
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
せ
め
て
前
年
並
み
程
度
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
最
初

か
ら
マ
イ
ナ
ス
の
計
画
と
い
う
の
は

如
何
な
も
の
か
？

ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
、
収
容
可
能

で
も
予
約
済
で
あ
っ
た
り
、
改
修
工

事
中
で
あ
っ
た
り
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
代

1
0
0
0
名
の
大
半
は
中
部
以
東
に

集
中
し
て
お
り
、
移
動
や
事
前
準
備

な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
、
開
催
場

所
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

り
、
来
年
度
の
計
画
は
こ
の
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
数
字
は
数
字
で
あ
り

ま
す
が
、
全
事
業
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
前
向
き
に
取
り
組
む
気
持
ち
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

す
。
但
し
、
そ
の
農
地
を
継
続
的
に
、
誰

が
生
産
管
理
し
て
い
く
の
か
を
担
保
し
て

い
か
な
い
と
せ
っ
か
く
農
地
と
し
て
再
生

し
て
も
、
暫
く
し
て
ま
た
荒
廃
し
て
し
ま

う
と
い
う
事
態
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄
地
対
策
の
事
業
主

体
は
、
地
権
者
、
生
産
者
、
農
地
を
借
り

受
け
る
者
と
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
は
対
象
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
か
ら
事
業
主
体
を
Ｊ

Ａ
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
検
討
す
る
材

料
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
は
相
談
ま
で
に

な
り
ま
す
。

子
会
社
と
は
「
有
限
会
社
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

く
に
び
き
協
同
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

功労者表彰 （敬称略）
第4回通常総代会開催にあたり、昨年9月の総代任期満了により総代を退
任された皆様のなかから、合併前を含めて長年に渡りご尽力をいただい
た皆様方を讃え表彰しました。� （　　）は帰属支店
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
青
年
連
盟
（
野
津
喜
洋
委
員
長
）
は
６
月
６
日
、
農
業

の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、
育
英
北
幼
稚
園
つ
き
組
（
年
長
５
歳
児
ク
ラ

ス
）
の
園
児
20
名
を
招
い
て
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
く
に
び
き
地
区
本
部
の
北
側
に
あ
る
７
ア
ー
ル
の
水
田
に
集
合
。
野

津
委
員
長
や
盟
友
が
「
根
を
ほ
ぐ
し
て
３
本
ず
つ
植
え
て
」「
深
さ
は
指
が
全
部

入
る
ま
で
」
な
ど
と
実
演
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

苗
を
手
に
し
た
園
児
は
、
園
で
練
習
し
た
通
り
に
横
一
列
に
並
び
、
先
生
の
合

図
に
合
わ
せ
、
一
斉
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
足
が
抜
け
ず
に
尻
も
ち

を
つ
き
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
苗
を
植
え
終
わ
る
と
、

自
分
た
ち
が
植
え
た
田
ん
ぼ
を
嬉
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
後
、
山
崎
悠
真
君
（
５
）
か
ら
「
お
米
は
い
つ
で
き
る
の
」
と
質
問
が

あ
り
、
野
津
委
員
長
は
「
今
日
植
え
た
苗
が
順
調
に
生
長
し
た
ら
10
月
に
収
穫
す

る
予
定
」
と
回
答
。
ま
た
、
渡
部
莉り

く玖
（
５
）
君
は
「
み
ん
な
で
し
た
田
植
え
は

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
お
米
が
で
き
た
ら
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
で
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
苗
は
、
盟
友
ら
が
維
持
管
理
し
、
10
月
の
収
穫
期
に
は
稲
刈
り
体

験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
青
年
連
盟
（
野

津
喜
洋
委
員
長
）
は
６
月
1
日
、
松
江

ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
第
29
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。。

当
日
は
、
盟
友
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
57
名

が
出
席
。
冒
頭
、
野
津
委
員
長
は
「
前
年

度
は
、
例
年
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
食
農
教
育
に
加
え
、
婚
活
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
新
し
い
事
業
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
活

気
が
増
し
た
。
今
年
度
も
若
い
力
を
結
集

さ
せ
、
地
域
の
農
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
」

と
挨
拶
。
続
い
て
、
島
根
県
農
協
青
年
組

織
協
議
会
の
小
村
伸
治
会
長
が
「
新
規
の

事
業
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
。
今
後
も
、
県
内
の
農
業
を
引
っ
張
る

組
織
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
川
津
地
区
の
岩
水
孝
則
盟
友
を
議
長
に
選
任
。
前

年
度
の
活
動
報
告
や
今
年
度
の
活
動
計
画
と
収
支
計
画
（
案
）
な

ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
野
津
委
員
長
が
再

任
、
副
委
員
長
に
は
安
達
隆
行
盟
友
と
安

部
恭
久
盟
友
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

く
に
び
き
青
年
連
盟
（
野
津
喜
洋
委
員
長
）
は
６
月

９
日
、
秋
に
開
催
予
定
の
「
ふ
れ
あ
い
親
子
い
も
ほ
り

大
会
」
に
向
け
、
東
出
雲
町
の
中
海
干
拓
地
に
あ
る
圃

場
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
大
会
は
、
親
子
で
農
業
の
魅
力
を
広
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
で
29

回
目
を
迎
え
ま
す
。

苗
植
え
当
日
は
、
盟
友
や
く
に
び
き
女
性
部
員
、
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
35
名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
30
ア
ー
ル
の

広
大
な
畑
に
並
ぶ
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
畝
に
、
ベ
ニ

ア
ズ
マ
の
苗
4
千
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
参
加
者
は

火
ば
さ
み
で
苗
を
は
さ
み
、
土
に
差
し
込
む
よ
う
に
植

え
て
い
き
、
収
穫
ま
で
に
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
を
込

め
ま
し
た
。

野
津
委
員
長
は
「
秋
の
収
穫
に
向
け
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
大
会
当
日
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
い
も
コ
ン
テ
ス

ト
や
女
性
部
に
よ
る
い
も
だ
ん
ご
汁
の
販
売
も
企
画
中
。

参
加
受
付
は
、
９
月
頃
か
ら
Ｊ
Ａ
の
店
舗
窓
口
な
ど
で

行
う
予
定
で
す
。

【
新
役
員
】　（
敬
省
略
・
地
区
名
・
再
任
・
新
任
）

▼
委
員
長
　
野
津
　
喜
洋
（
朝
酌
・
再
）

▼
副
委
員
長
　�
安
達
　
隆
行
（
本
庄
・
新
）��

安
部
　
恭
久
（
八
雲
・
新
）

▼
委
　
　
員
　�

大
西
　
貴
広
（
美
保
関
・
再
）�

�

佐
々
木
紀
祥
（
雑
賀
・
再
）��

小
林
　
昭
男
（
法
吉
・
再
）��

鶴
原
　
　
守
（
津
田
・
新
）��

上
山
根
有
史
（
東
出
雲
・
新
）�

�

川
島
　
　
奨
（
法
吉
・
再
）

▼
監
査
委
員
　�

廣
江
　
暢
稔
（
東
出
雲
・
再
）�

石
田
　
　
翼
（
東
出
雲
・
新
）

若
い
力
を
結
集
！

く
に
び
き
青
年
連
盟
総
会
開
催

青
年
連
盟
と
女
性
部
が
交
流

秋
の
収
穫
目
指
し

�

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

農
業
の
魅
力
を
体
感
！

田
植
え
体
験

く
に
び
き
青
年
連
盟
と

育
英
北
幼
稚
園
園
児
が

田植えをする園児

◀苗植えの様子

新役員による挨拶

挨拶をする
野津委員長 執行部による活動報告

植え方を教える盟友

苗を受け取る園児
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松
江
市
出
身
の
演
歌
歌
手
・
小
川
た
け
る
さ
ん
（
30
）
が
6

月
15
日
、
く
に
び
き
地
区
本
部
を
来
訪
し
、
10
月
6
日
に
開
催

す
る
新
曲
発
売
記
念
＆
デ
ビ
ュ
ー
4
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
2
0
1
4
年
に
松
江
の
城
下
町
を
歌
っ
た
「
ふ

た
り
の
城
下
町
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
今
年
8
月
に
は
、
1
年
9
ヶ
月

ぶ
り
に
待
望
の
新
曲
「
港
の
お
ん
な
」
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
2
0
1
５
年
の
8
月
に
は
松
江
観
光
大
使
に
就
任
し
、
松
江

の
魅
力
を
県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
芸
能
活
動
以
外
で
も
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

来
訪
当
日
、
小
川
さ
ん
は
10
月
に
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の

概
況
や
8
月
に
発
売
さ
れ
る
新
曲
に
つ
い
て
役
職
員
に
説
明
。
ま

た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
く
に
び
き
管
内
で
生
産
・
加
工
し
た
お

茶
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
た
「
小
川
た
け
る
茶
」
を

販
売
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
栗
原
令
本
部
長
は
「
全
国
に
、

松
江
の
良
い
と
こ
ろ
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
特
別
協
力
も
約
束
し
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
地
元
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
前
に
「
地

元
の
暖
か
い
声
援
に
、
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
新
曲
を

披
露
し
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
と
松
江

市
、
島
根
県
は
６
月
５
日
、「
だ
ん

だ
ん
営
農
塾
」
の
開
講
式
を
東
出

雲
町
の
Ｊ
Ａ
中
海
干
拓
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
塾
は
、
新
規
就
農
者
や
帰
農

者
の
拡
大
と
支
援
を
目
的
に
、
平

成
24
年
度
か
ら
毎
年
、
受
講
生
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

51
名
が
卒
業
。
う
ち
約
半
数
が
県

内
外
で
就
農
し
て
い
ま
す
。

７
期
目
と
な
る
今
回
は
、
７

名
が
入
塾
。
柿
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
2

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
地
元
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
関
係
者
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
各
作
物
の
栽
培
技
術
な
ど
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

開
講
式
で
は
、
土
江
紀
明
塾
長
（
松
江
地
域
農
業
再
生
協
議
会
担

い
手
部
会
長
）
が
「
知
識
や
経
験
の
習

得
と
と
も
に
出
会
い
を
通
じ
て
、
横
の

つ
な
が
り
も
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

開
講
式
の
後
、
受
講
生
は
各
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
生
産
概
況
や
栽
培
基
礎
に

つ
い
て
学
習
。
ま
た
、
中
海
干
拓
地
の

キ
ャ
ベ
ツ
畑
や
東
出
雲
町
の
柿
園
を
見

学
し
、
就
農
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
東
奥
谷
町
の
森
山
悟
さ
ん

（
29
）
は
「
現
在
、
農
事
組
合
法
人
で

働
い
て
い
る
が
、
営
農
塾
で
し
っ
か
り

学
び
、
将
来
独
立
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

農
業
の
担い
手
を
目
指
し
学
ぶ
！

だ
ん
だ
ん
営
農
塾
７
期
生
が
入
塾

記念撮影する小川たけるさん（右）と栗原本部長（左） お茶のパッケージ２種類

今後の抱負について語る小川さん

開講式の様子

演
歌
歌
手
小
川
た
け
る
さ
ん
来
訪

10
月
に
地
元
松
江
で
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！

くにびき地区本部では「小川たける新曲発売記
念＆デビュー4周年コンサート」の前売券を組合
員価格で取り扱っています。
○日時：�２０１8年1０月8日（祝・月）� �

【開場】12：00【開演】13：00
○場所：�松江市総合福祉センター� �

（松江市千鳥町70）※専用駐車場有
○チケット価格
指定席：�組合員価格３,7００円（通常価格4,000円）
自由席：�組合員価格３,2００円（通常価格3,500円）

○お申込・お問い合わせは
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課
TEL：0852（55）3018　FAX：0852（32）6870

お
知
ら
せ
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松
江
市
農
政
会
議
（
上
山
根
晴
久
会
長
・
3
、

1
1
７
名
）
が
6
月
9
日
、
第
8
回
通
常
総
会
を
営
農

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
2
0
1
７
年
度
の

活
動
報
告
と
2
0
1
8
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
松
浦
正
敬
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
や
会

員
な
ど
約
1
4
0
人
が
出
席
。
冒
頭
、
上
山
根
会
長
が

「
担
い
手
不
足
や
鳥
獣
被
害
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
地
域
環
境
に
合
っ
た
農
業
を
展
開
し
、
地
域
一
体

と
な
り
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
そ
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
松
浦
市
長
が
「
松
江
市
の
農
業
が
お
か
れ
て

い
る
現
状
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
関
係
者
と
共
に
連
携
し
て
地
域
農

業
の
活
性
化
に
取
り
組
も
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
津
田
支
部
の
藤
崎
敏
美
さ
ん
を
議
長
に
選

任
し
、
議
事
を
進
行
。
今
年
度
は
、
集
落
営
農
を
中
心

と
し
た
、
地
域
農
業
活
性
化
に
向
け
た
再
構
築
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
広
報
活
動
の
充
実
や

リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
に
取

り
組
み
、
組
織
強
化
を
図

り
ま
す
。

く
に
び
き
農
業
青
色
申
告

会
（
野
津
明
会
長
66
名
）
は

６
月
20
日
、
松
江
ニ
ュ
ー

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
や
Ｊ
Ａ
、

税
務
署
の
関
係
者
な
ど
22
名

が
出
席
。
冒
頭
、
野
津
会
長

は
「
今
年
も
引
き
続
き
税
務
署
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
。
正
し
い
申
告
納
税
を

進
め
る
た
め
に
も
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
松
江
・
安
来
地
区
青
色
申
告

会
連
合
会
の
金
森
允み
つ

美よ
し
会
長
が
「
来
年
10
月
か
ら
消

費
税
が
10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
る
。
制
度
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
早
め
の
対
応
を
心
掛
け
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
野
津
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
2
0
1
７
年
度
の

事
業
報
告
や
2
0
1
8
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
と
収
支
予
算
（
案
）

な
ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
野

津
会
長
と
石
倉
由
美
子
副
会
長
が
再
任
、
安
達
和
朗
さ
ん
が
副
会
長

に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
開
催
前
に
は
、
松
江
税
務
署
の
北
村
徹
記
帳
指
導
推
進
官
を

講
師
に
招
き
、
税
務
研
修
会
を
実
施
。
講
師
か
ら
軽
減
税
率
及
び
税

制
改
正
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
正
し
い
申
告
の
重
要
性
を
再
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
農
業
を
活
性
化
目
指
す

松
江
市
農
政
会
議
総
会
開
催

農業経営を支援！
くにびき農業青色申告会総会開催

あ
い
さ
つ
す
る
上
山
根
晴
久
会
長

【
新
役
員
】　（
敬
省
略
・
地
区
名
・
再
任
・
新
任
）

▼
会
　
　
長
　
野
津
　
　
明
（
生
馬
・
再
）

▼
副
会
長
　�

石
倉
由
美
子
（
大
野
・
再
）、
安
達
　
和
朗
（
鹿
島
・
新
）

▼
理
　
　
事
　�

田
久
和
武
志
（
乃
木
・
再
）、
木
村
　
　
彰
（
鹿
島
・
新
）

▼
監
　
　
事
　�

荒
川
　
陽
一
（
乃
木
・
再
）、
小
川
三
喜
夫
（
竹
矢
・
再
）

総会の様子

挨拶する野津会長

ＪＡグリーン・グリーンショップ情報

平成30年産水稲化成肥料の品目集約を行い、数量を積上げ生産資材価格の
低減に取り組んでいます

ハナエチゼン・
きぬむすめ

（一般タイプ）
従来品

NK化成C-１２号

一部商品は対象外です。
（産直商品・たばこ・松江指定ごみ袋・米用紙袋ほか）

ＪＡグリーン：つだ・かわつ
グリーンショップ：ふるえ・やくも・たまゆ・しんじ・東出雲

【JAしまね品目集約銘柄】
化成肥料17-0-17

全品
店頭価格から 引き10％

店舗価格
2,０84円（税込）

店舗価格
1,706円（税込）

店舗価格
2,278円（税込）

コシヒカリ
（一般タイプ）

従来品
味穂

（一般タイプ） （単位：ｋｇ/１０ａ）

＊総量は、従来品と同じ総量です。
＊詳しくは、稲作ごよみをご覧下さい。

約25％
お得

約18％お得

品　種 総量 穂肥１回目 穂肥２回目
ハナエチゼン ２5 １5 １０
きぬむすめ ２5 １０ １5
コシヒカリ １5 １０ 5

夏の還元セール！
〈３日間限り〉

7/2０㈮・7/21㈯・7/22㈰

7店合同企画

日頃の感謝をこめて穂肥の
時期に
おすすめ！

～くにびき地区本部の取り組み～
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く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
23
日
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
応

援
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
育
て
世
帯

の
多
い
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
に
、「
食
・
農
・
自

然
」
体
験
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
取
引
深
耕
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
33
世
帯
1
1
4
名
が
参
加
し
、
昨

年
11
月
に
地
区
本
部
前
の
花
壇
に
植
え
た
タ
マ

ネ
ギ
を
収
穫
す
る
班
と
、
食
用
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植

え
を
す
る
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。「タ

マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
班
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
員
か
ら
「
長
期
保
存
に
は
、
根
を
切
り
、
葉
を
15
セ
ン
チ
ほ
ど
残
し
て

4
玉
ず
つ
縛
っ
て
つ
る
し
て
お
い
ほ
し
い
」
と
指
導
を
受
け
た
後
、
丸
々
と
育
っ
た

タ
マ
ネ
ギ
を
和
気
あ
い
あ
い
と
収
穫
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
食
用
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
体
験
班
」
は
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ

ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
、
観
葉
植
物
や
雑
貨
の
販
売
す
る
大
庭
町
の
「
デ
コ
レ
」
の
ス

タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
家
族
で
協
力
し
な
が
ら
、
12
種
類
の
ハ
ー
ブ
の
中
か
ら

３
つ
を
選
び
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
に
移
動
し
、

乃
白
町
の
カ
フ
ェ
「
ハ
ウ
ス
」
が
作
っ
た
、
収
穫
し
た
タ
マ
ネ

ギ
入
り
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

閉
会
後
、
参
加
者
の
見
送
り
に
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が
現
れ
、
グ
ッ
ズ
を
配
布
。
子
ど
も
た
ち

は
嬉
し
そ
う
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
タ
マ
ネ
ギ
が
、
ず
っ
し
り
と
重
た
く
て
驚
い

た
。
こ
ん
な
に
大
き
い
も
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
」「
ハ
ー
ブ
は

上
手
に
育
て
て
料
理
に
使
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
と
密
接
な
住
宅
業
者
に
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
連
携
強
化
を
図
ろ
う
と
６
月
21

日
、
く
に
び
き
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
住
宅
ロ
ー
ン
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
下
を
三
つ
の
会
場
に
分
け
東
部
会
場
と
し
て
開
催

し
た
当
日
は
、
38
社
よ
り
74
名
が
出
席
。
冒
頭
、
地
区

本
部
の
川
上
悟
司
副
本
部
長
が
「
自
信
を
持
っ
て
提
案

で
き
る
商
品
を
準
備
し
て
い
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者

を
対
象
と
し
た
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
で
あ

り
、
今
後
も
多
く
の
方
に
Ｊ
Ａ
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
ロ
ー
ン
営
業

セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
商
品
の
内
容
や
有
利
性
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
税
理
士
法
人
錦
織
会
計
事
務
所
の
吉
田
道

夫
税
理
士
が
「
住
宅
営
業
マ
ン
の
た
め
の
住
宅
減
税
制

度
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
講
演
。
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

制
度
の
概
要
や
損
を
さ
せ
な
い
た
め
の
知
識
を
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
「
Ｊ
Ａ
商

品
の
有
利
性
が
よ
く
理

解
で
き
た
の
で
、
営
業

に
活
か
し
た
い
。
今
後

も
続
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上
と
体
力
気

力
を
鍛
錬
す
る
目
的
で
、「
第
７
回
松
江
市

消
防
操
法
大
会
」
が
６
月
24
日
、
島
根
県

消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
く
に
び

き
地
区
本
部
は
、
消
防
団
の
活
動
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
毎
回
優
勝
チ
ー
ム
に

副
賞
と
し
て
ホ
ー
ス
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
、
消
防
車
か
ら
ホ
ー
ス
を

つ
な
げ
て
放
水
す
る
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」

と
、
ポ
ン
プ
に
1
本
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
げ

て
放
水
す
る
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
、

合
計
14
チ
ー
ム
が
出
場
。
号
令
か
ら
放
水

で
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
や
、
動
作
の
正

確
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、「
ポ
ン
プ
車
の
部
」、

「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
共
に
玉
湯
方
面
団

が
優
勝
。
表
彰
式
で
、
越
野
浩
昭
企
画

総
務
部
長
が
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
に
副
賞

の
ホ
ー
ス
を
手
渡
し
ま
し
た
。

玉
湯
方
面
団
で
、
班
長
を
務
め
る
土
屋

知
久
さ
ん
（
35
）
は
「
指
揮
者
に
な
っ
て

初
め
て
の
優
勝
。
週
4
日
各
2
時
間
の
練

習
成
果
だ
と
思
う
。
頂
い
た
ホ
ー
ス
を
使

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
火
事
の
予
防
を
促

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

７
月
29
日
に
雲
南
市
で
開
か
れ
る
県

大
会
に
は
、
優
勝
チ
ー
ム
の
他
に
「
ポ
ン

プ
車
の
部
」
2
位
の
宍
道
方
面
団
と
「
小

型
ポ
ン
プ
の
部
」
2
位
の
宍
道
方
面
団
、

３
位
の
松
江
橋
南
方
面
団
が
出
場
し
ま

す
。

挨
拶
を
す
る
川
上
副
本
部
長

ちょリスとふれあう参加者

ホワイトボードを使って説明する吉田税理士

副賞のホースを贈呈する越野企画総務部長優勝した玉湯方面団 放水の技術を披露する消防団員

子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

家
族
で
食・農・

�
自
然
を
楽
し
む

～くにびき地区本部の取り組み～
地域の活性化に向け、取り組んでいます

住
宅
ロ
ー
ン
の
有
利
性
を
Ｐ
Ｒ
！

業
者
へ
向
け
た
住
宅
ロ
ー
ン

�

説
明
会
を
開
催

消
防
操
法
大
会
で

�

副
賞
に
ホ
ー
ス
を
贈
呈

～
玉
湯
方
面
団
が
Ｗ
優
勝
～

職
員
42
名
が
松
江
市
消
防
団
員

ハーブの寄せ植えに興味深く聞き入る参加者

23

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報



参加者募集！
サン☀サン
料理教室
日時

2018年 8月 28日(火)
10：00～ 14：00

場所
JAしまねくにびき地区本部
San・san館

今日から始める
「乳和食」レシピ♫
★カッテージと乳清
★乳清ごはん
★かぼちゃのミルクそぼろ煮
★鮭の塩麹漬け焼き
★ふわふわがんもどき
★減塩みそ汁
★わかめときゅうりの酢の物
（都合により変更させて
いただくことがあります）

参加費
1,000円
（当日徴収いたします）

申込締切

エプロン・三角巾・マスク
筆記用具など

お申込み
お問合せ
①住所②氏名③電話番号
をご記入の上、はがきまたは
FAXでお申込みください。
〒690-0823
松江市西川津町1635-1
JAしまねくにびき地区本部
ふれあい課 料理教室係
℡55-3018 FAX：32-6870

募集人数
30名程度
組合員、利用者、松江
市民を対象に募集します。

（応募者多数でご参加いただけ
ない場合は8月20日までにご連絡
いたします）

8月のメニュー

準備品

平成30年8月17日

松江市西川津町1635-2
「乳和食」で減塩食生活！
予想超えたおいしさと食塩の
少なさに、きっと驚くでしょう。
「乳和食」レシピ考案の
小山浩子氏に学びます。

※定刻になり次第、開始しますので、時間に余裕を
もってお出かけください。

松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

ところてん（心太）

今月の
料理人

島根支部
金津　順子 さん（右）

山根美佐子 さん（左）

ところてん（心太）は、テングサをゆでて煮溶かし、冷まし
て固めた食品です。それを「天突き」とよばれる専用の器具を
用いて、押し出しながら細い糸状（麺状）に切った形態が一般
的です。
島根町では「仏様の鏡」といわれ、盆の間、前日までに作っ
ておいたものを井戸水などの冷たい水に浸しておき、鏡に見立
てて大きく四角に切り、里芋の葉にそのまま載せて供えます。
仏様のゴッツオ（御馳走）ともいい、必ず供えます。

こしたテングサを使って １ ～ ２ 回は再利用できます
よ。ところてん突きがない場合は包丁で細長く切り
ましょう。青ジソ、レモン、ミョウガ等、季節の風
味をあしらうと一層美味しく召し上がれます。

8月のメニュー 今日から始める「乳和食」レシピ♬
★カッテージと乳清　★乳清ごはん
★かぼちゃのミルクそぼろ煮　★鮭の塩麹漬け焼き
★ふわふわがんもどき　★減塩みそ汁
★わかめときゅうりの酢の物� 　（都合により変更させていただくことがあります）
募集人数　30名程度
組合員、利用者、松江市民の方を対象に募集します。
（応募者多数でご参加いただけない場合は8月20日までにご連絡します）
参加費　1,000円（当日申し受けます）

準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など

申込締切　平成30年8月17日（金）
お申込み/お問合せ
①住所②氏名③電話番号をご記入の上、はがきまたはFAX、
Ｅメールでお申込みください。
〒690-0823��松江市西川津町1635-1
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課・サンサン料理教室係
TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870
E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

サン　サン
料理教室

「乳和食」で減塩食生活！予想を超えたおいし
さと食塩の少なさに、きっと驚くでしょう。「乳
和食」レシピ考案の小山浩子氏に学びます。

2018年8月28日（火） 10：00～14：00
※定刻より開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

くにびき地区本部
San・san館
松江市西川津町1635-2

日
時

場
所

参加者
募集 !

①テングサをよく洗う。
② 鍋に１２00ccの水を入れ火にかけ、ぬるくなったら①のテングサと酢を入

れる。煮立ったら弱火にして３0分程度煮る。この時水分が蒸発するの
で蓋をする。

③煮汁にとろみが出たら、さらし布等でこす。
④ こした煮汁を容器に入れて粗熱

を取って冷蔵庫で冷やす。
⑤ 固まったら、ところてん突きの大

きさに合わせカットし、押し出す。
⑥ 味付けは黒蜜やきなこ、酢醤

油、辛子醤油、ワサビ、ショウ
ガなどお好みで。

【作り方】

【材　料】（4人分）
・テングサ…………２0g　・酢…………１0cc　・水…………１２00cc

①

③ ④
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※各相談とも無料で
　お受けしています。8

8月16日㈭・17日㈮8月 ふれあい訪問日

○くにびき地区本部金融共済部ローン営業センターで
は、毎週土曜日（10：00～15：00）に休日住宅
ローン相談会を開催しています。要予約。
◆お問い合わせは
　 �0120-988-380�まで。

日 曜日 相談会内容 場所・時間
２ 木 税務相談会 法 吉 支 店（TEL：２１-３６９0）１0：00～１２：00
３ 金 税務相談会 中 原 店（TEL：２１-２５６７）１0：00～１２：00

※税務相談会のご予約は、開催日２日前までにお願いします。予約先：開催会場となる支店まで。

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

お
ハ
ガ
キ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
健
康
散
歩
」
今
回
は
睡
眠
に

つ
い
て
で
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
暑

く
な
り
、
寝
苦
し
い
夜
が
続
い
て

い
ま
す
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
こ
れ
か
ら
の
夏
に
備
え
ま
す
。

皆
様
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｎ
・
Ｍ
さ
ん
）

「
し
ま
ね
の
う
れ
し
ぴ
」
の
炊

き
込
み
ご
飯
に
は
今
が
旬
の
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
と
ホ
タ
テ
の
組
合

せ
が
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
す

ね
。
切
り
抜
い
て
、
料
理
ノ
ー
ト

に
加
え
さ
せ
て
も
ら
い
、
早
速
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｉ
・
Ｍ
さ
ん
）

く
に
び
き
青
年
連
盟
の
い
ち
ご

婚
開
催
を
読
み
、
と
て
も
良
い
企

画
だ
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
や
果
物
、
農
産
物
で
こ
の

よ
う
な
企
画
を
し
て
い
た
だ
き
、

縁
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。�

（
Ｉ
・
Ｙ
さ
ん
）

道
の
駅
の
産
直
売
場
を
見
る

の
が
た
の
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
島
根
の
い
い
も
の
再
発
見
‼
」

を
読
む
と
そ
の
生
産
者
の
方
々

の
苦
労
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま

す
。�

（
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
）

日　　時：8月30日（木）9：00～14：30
会　　場：�JAしまね�くにびき地区本部��

教育文化センター�San・san館
料　　金：500円　※�検診当日、お持ちください。
申込締切：8月10日（金）まで

くにびき女性部員の皆さまへ！

「マンモ乳がん検診」
のご案内

★�マンモグラフィ（乳腺・乳房専用の
レントゲン）による乳がん検診です

　乳がんの早期発見、早期治療を目的とし
て、マンモグラフィ装置を搭載した検診車
にて乳がん検診を実施します。※自己検診
指導も行います。

★�女性部員だけの特別料金です。
1方向撮影（内外斜位方向撮影）　4,200円
2方向撮影（内外斜位方向撮影）　6,300円
のところ　どちらも500円で検診できます。

★�時間予約制です
　午前・午後の希望を申込用紙に
記入ください。後日お一人ずつ受
付時間を設定し、8月20日頃に書面
にてお知らせします。
（検診は10分程度で終了予定です。）

★ポイントがたまります
　健診当日に「JAしまね総合ポイ
ントカード」をご提示いただくと、
20ポイントが付与されます

お問い合わせは JAしまねくにびき女性部事務局 企画総務部 ふれあい課
TEL：0852-55-3018　FAX：0852-32-6870

※�お申込みは、専用の用紙にて、ご提出ください。専門の用紙はふれあい課にて
ご用意しております。定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

夏の 農機・自動車

プレゼント‼

くにびき地区本部

農機・自動車センター
Tel ０852-55-３０66 Tel ０852-55-３０77

松江市西川津町１６３5-7
（JAしまねくにびき地区本部前）

農機センター 自動車センター

合同展示会合同展示会
日時

開催
場所

2018

9:00 9:0016:00 15:00
7 ・21 22/ 土 日

ご来場記念品
ご成約記念品

おもてなし
企画

カキ氷
無料サービス！！

※両日とも無くなり次第終了とさせていただきます。

自動車センターは下記の期間を休業とさせていただきます。
休業期間：８月１１日（土）～８月１６日（木）

大変ご迷惑をおかけいたしま
すが、ご理解のほどよろしく
お願いします。

自動車センター
休業のお知らせ

25
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